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 第 8 章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。 
 
  



















洪水氾濫解析を行った。得られた時空間浸水情報に基づく 8種類の評価軸で、沿川 20 地
区を対象に指標値を算出し、各地区の洪水脆弱性診断結果を示す「洪水カルテ」を作
成している。また、8 種類の評価軸毎に指摘される危険性への対策・改善案についても
提案している。さらに、評価軸別危険度得点の合計値から、対策優先度を明確にして
いる。これらの結果を危険度が高い地区の区長と意見交換し、妥当性を確認している。 
４．評価軸および外力それぞれの観点で危険度をクラスター分析し、いずれの外力に
対しても危険度が高く、かつ、多くの評価軸での危険度が高い「洪水ホットスポット」
として、4 地区の抽出に成功している。 
５．既存の市町村の災害情報共有システムをレビューし、市町村の予算的制約や求め
る機能の観点から、「e コミュニティ・プラットフォーム」を基盤システムとしつつ、
利用者選択機能を備えて他のシステムと差別化を図った「阿賀町水災害情報共有シス
テム」を試作している。また、新潟県および阿賀町防災関係者による試用を通じて、
実務的にユーザビリティが高いことを確認している。 
以上のように、本論文は、中山間地自治体の洪水リスク評価とそのリスク情報の共
有・伝達に関して自治体の情報や意見を取り入れ、実務的に検討したものであり、中
山間地の効果的な減災対策および発災時の効率的な災害対応、さらには自治体の地域
防災力の向上に、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博
士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３１年２月２１日、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。  
 
